
第３回第４期つくば市教育振興基本計画策定委員会次第 

 

日 時：令和７年（2025 年）５月19日（月） 

午前 10時から正午まで 

場 所：つくば市役所コミュニティ棟１階 会議室１ 

 

 

１ 開  会 
 

２ 議事 
 (1) 今後のスケジュールについて 

 (2) 第４期つくば市教育振興基本計画の施策体系について 

 

３ 閉  会 
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第４期つくば市教育振興基本計画策定委員会 委員名簿 

（任期：令和６年(2024 年)12 月 19 日から令和８年(2026 年)３月 31 日まで） 

 

No. 選出区分 役職名 氏名 備考 

１ (1) 学識経験者 筑波大学教授 樋口 直宏  

２ (1) 学識経験者 茨城大学名誉教授 正保 春彦  

３ (2) 保護者 
つくば市 PTA 連絡協議会顧

問 
森田 修司  

４ (3) 学校長 学園の森義務教育学校長 永井 英夫  

５ (3) 学校長 並木小学校長 大村 千博  

６ (4) 幼稚園長 島名幼稚園長 富田 昌生  

７ (5) 教育委員 つくば市教育委員 和泉 なおこ  

８ (6) 市民 ― 肥後 範行  

９ (6) 市民 ― 西村 結美  

10 (6) 市民 ― 中郡 奈々  
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つくば市教育振興基本計画施策体系（第３期・第４期） 

「第３期つくば市教育振興基本計画」の施策体系 見直しの要素 「第４期つくば市教育振興基本計画」の施策体系（案） 

基本 

理念 
基本目標 基本方針 施策 

国の方針・市の方

向性 
○市の取組 ●市の課題 ★委員からの御意見 

基本 

理念 
基本目標 基本方針 施策 

夢
に
向
か
っ
て
よ
り
よ
い
未
来
を
ひ
ら
く 

「
学
び
」
の
実
現 

基本目標１ 

幸せな人生を送る

ために一人ひとり

の「学び」を大切

にする 

１ 未来をひらく
力を育む 

１ 個別・双方向の学びの
推進 

【国の方針】 

新たな教育振興基

本計画（令和５

年度～９年度） 

今後の教育政策に

関する基本的な方

針 

①グローバル化す

る社会の持続的

な発展に向けて

学び続ける人材

の育成 

②誰一人取り残さ

れず、全ての人

の可能性を引き

出す共生社会の

実現に向けた教

育の推進 

③地域や家庭で共

に学び支え合う

社会の実現に向

けた教育の推進 

④教育デジタルト

ランスフォーメ

ーション（DX）

の推進 

⑤計画の実効性確

保のための基盤

整備・対話 

 

【市の方向性】 

第２期つくば市戦

略プラン

2020▶2024 

基本施策Ⅲ-２  

個性を伸ばし未来

を切り拓く力を育

む 

■目指すべき未来 

2030 年の未来像 

こどもたちは、自

分の好きなことを

見つけ、個性を伸

ばしながら、未来

を切り拓いていく

力を育んでいま

す。 

●学校ごとに異なる状況やニーズに対応するため、それ

ぞれの学校に合ったアプローチが求められる 

夢
に
向
か
っ
て
よ
り
よ
い
未
来
を
ひ
ら
く 

「
学
び
」
の
実
現 

基本目標１ 
共に幸せな人生を
送るために一人ひ
とりの 「学び」を
大切にする 
 
変更理由： 
国の教育振興基本
計画のコンセプト
である、「日本社会
に根差したウェル
ビーイング（調和
と協調に基づくウ
ェルビーイング）
の向上」を参酌し
追加 

２ 未来をひらく
力を育む 

１ 個別・双方向の学びの推進 

２ 幼児教育の充実 

●保育者が発達段階を理解し、日々の観察に基づいて適

切な支援を行うことが求められる 

★幼児期は非認知能力を育む大事な時期 

★遊びの中の体験が将来の学びにつながる 

★教育大綱や基本計画の周知が十分でないのが課題 

２ 幼児教育・遊びの充実 
 
変更理由： 
特に幼児期においては遊びの経験が
非認知能力を育む上で重要であると
いう視点から追加 

３ 学校外の学びの充実 

○「幸せな学校づくりに向けたアンケート」を継続して

実施する 

★学校外の学びの充実が非認知能力につながる 

３ 学校外の学びの充実による非認
知能力の向上 

 
変更理由： 
学校外の学びを非認知能力の向上に
つなげるという視点から追加 

２ 豊かな心と健
やかな体を育
む 

１ 豊かな心の育成 ●読書活動における学校間で貸出数や利用者数に差があ

り、読書活動の推進のためより効果的な取組が必要 

★教育の目的を知識の詰め込みだけでなく、もっと広くと

らえる 

★心の基礎体力、人間関係の力という言葉を使うか検討 
３ 豊かな心と健

やかな体を育
む 

１ 豊かな心の育成 

２ 健やかな体の育成 ２ 健やかな体の育成 

３ 学びの場の感染症対策
の徹底 

●重症化リスクが高い児童生徒など、一人ひとりに適した

対応策の考慮が必要 

３ 学びの場の感染症対策の徹底 
 
変更理由： 
新型コロナウイルス感染症の５類移
行等を踏まえ、基本目標２ 基本方
針５ 施策１及び施策２へ統合 

３ 互いを認め合
い、だれもが
輝く教育を推
進する 

１ 共生社会に向けたイン
クルーシブ教育の推進 

○市独自の日本語学習支援員を配置 

★「子どもの権利」や「福祉の視点」にも注力する 

★権利保障と福祉の視点が必要 

★体系の中でも上位に上げるべきではないか 

★インクルーシブ教育から具体的な学びへ発展するのでは 

１ 互いを認め合
い、だれもが
輝く学びを推
進する 

 

変更理由： 

「教え」から「学
び」へという理念
を参酌し変更 

また、インクルー
シブ教育などは学
びの前提条件であ
るという視点か
ら、記載順を変更 

１ 共生社会に向けたインクルーシ
ブ教育の推進と子どもの権利の保
障 

 
変更理由： 
子どもの権利保障の視点から追加 

２ 教育相談体制の充実と
多様な教育ニーズへの
支援 

○不登校の児童生徒への支援体制の充実（校内フリースク

ール等） 

★不登校対策として、校内フリースクールが効果を上げて

いる 

２ 教育相談体制の充実と多様な教
育ニーズへの支援 

３ だれもが学べる社会教
育・生涯学習の推進 

●社会教育施設の老朽化が進んでおり、計画的な更新が必

要 

３ だれもが学べる社会教育・生涯
学習の推進 

基本目標２ 

「学び」の多様性

に対応する場と機

会を整え、個性が

花開く教育を推進

する 

４ 学び続ける教
職員を支援す
る 

１ カリキュラム・マネジメ
ントや授業改善に取り組
む教職員への支援 

○教育大綱の理念を実現するため、市独自の研修を実施 

★教員のメンタルケアや校内の風土改善が課題 

基本目標２ 
「学び」の多様性
に対応する場と機
会を整え、個性が
花開く教育を推進
する 

４ 学び続ける教
職員を支援す
る 

１ 教職員への支援体制の充実 
 
変更理由： 
教員のメンタルケアを含め、支援体
制を充実させるという視点から変更 

２ 教職員の「働き方改
革」の推進 

●教職員の業務の負担軽減と労働環境の改善（部活動の地

域移行等） 
２ 教職員の「働き方改革」の推進 

資料２ 



  

５ 「学び」を保
障する学校環
境を整備する 

１ 学校施設・教育用備品
等の充実 

●各学校の教材や管理備品の優先順位をつけた計画的な整

備 

★老朽化している施設の改修等が必要 

５ 「学び」を保
障する学校環
境を整備する 

１ 学校施設・教育用備品等の充実 

２ 学校の安全体制の確立 ●訓練や会議を通じて常に情報を更新することが必要 ２ 学校の安全体制の確立 

３ 学校等の適正配置 
●地域にとり様々な課題があり、地域住民との合意形成を

図りながら検討を進めることが必要 
３ 学校等の適正配置 

４ 学校給食の充実 ●地元産食材の利用促進のため、農産物の確保が必要 ４ 学校給食の充実 

６ ＩＣＴを活用
した教育を推
進する 

１ 遠隔システムを活用し
たシームレス教育の充
実 

○学習用端末やネットワーク・クラウド環境の整備 

６ ＩＣＴを活用
した学びを推
進する 

 

変更理由： 

「教え」から「学
び」へという理念
を参酌し変更 

１ デジタル学習基盤を活用した学
びの推進 

 
変更理由：一人１台端末の整備が完
了したこと等を受け、表現を変更 

２ ICT 教育環境の充実 
●プログラミング教材や生成 AI 活用事例資料の更新 

★生成 AI との付き合い方についての検討が必要 
２ ICT 教育環境の充実 

７ 「学び」を支
える施設を整
備する 

１ 図書館サービスの充実 

○自動車図書館の増設及び更新 

★自動車図書館の運営の見直しが必要 

★電子図書館サービスの充実も掲げるとよい 

７ 「学び」を支
える機会を広
げる 

 

変更理由： 

ハード事業だけで
なく、ソフト事業
も充実させるとい
う視点から変更 

１ 図書館サービスの充実 

２ つくばの歴史・伝統文
化を体験できる場の整
備 

●動画配信や体験的な学びの機会を増やす 
２ つくばの歴史・伝統文化を体験

できる機会の充実 

基本目標３ 

地域に支えられ、 

共に学び育ち合う 

教育を推進する 

８ つくばらしさ
を い か し た
「学び」を推
進する 

１ つくばの特性をいかし
た学びの推進 

●デジタル化や業務フローの見直しとともに、効率化を図

りながら学びの深さを増すコンテンツづくりが必要 

○体験型科学教育「つくば STEAM コンパス」の推進 

基本目標３ 
地域と共に学び合
い育ち合う教育を
推進する 
 
変更理由： 
子どもが支えられ
る 視 点 だ け で な
く、地域に参画し
て子どもと大人が
共に育つという視
点から変更 
 

８ つくばらしさ
を い か し た
「学び」を推
進する 

１ つくばの特性をいかした学びの
推進 

９ 「学び」を支
える協働体制
を充実 する 

１ 社会全体で支える子ど
もたちの学び 

○令和７年度末までに市内全学園でのコミュニティ・スク

ールの導入を目指す 

★コミュニティ・スクールの可能性に期待しており、どう

あるべきか社会教育の視点から考えてほしい ９ 「学び」を支
える協働体制
を充実する 

１ 社会全体で大人も子どもも共に
育つ学び 

２ 家庭への支援の充実 

●地域に根差し、学校や生徒との信頼関係を築ける質の高

い学習チューターの確保が必要 

★貧困家庭の子どもへの支援の必要性 

★社会の変化として相対的貧困率の上昇 

２ 家庭への支援の充実 
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